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論 文 内 容 の 要 旨

この論文はアカマツ林土壌中におけるマツタケの生態を微生物生態学的立場から調査研究 したもので,

その結果は 4章にまとめられている｡

第 1 章にはマツタケ菌糸の土壌中における状態を季節的に調査した結果が述べ られている｡ マツタケ菌

糸は土壌中でアカマツの根に着生して菌根を形成し, それを基質として円盤状に生長するが, そのコロニ

ーの内部は死滅して周囲の活性部分が環状に残存するので, 子実体は環状に発生する｡ この菌糸集団とそ

の生息領域をシロと呼び, シロを自然状態における菌の生活単位として定義 している｡

第 2章では マツタケの基質である菌根の外部形態と内部構造, および シロ内部における マツタケの菌

梶, アカマツの根, および他植物の根の分布状態を記述している｡ マツタケの菌根は樹枝状に分岐伸長す

ることを特徴とし, シロの先端部に多く分布する｡ また, シロ内部においては, アカマツの根が増加する

のに反し, 他植物の根は枯死することが認められた｡ すなわち, マツタケは その基質となる アカマツの

根を分岐伸長させ, 枯死させることなくその根から持続的に栄養を吸収して生育する｡

第3章では マツタケのシロにおける微生物相 , とくに 菌類フロラと その季節的変化について記述して

いる｡ シロ土壌においては, 活性菌根帯か ら細菌や放線菌が排除されるのと平行して, 土壌生息性菌の

Trichoderma,Mucor,Penicillium,Aspergillusなども排除される. 一方, Mortierellasp.と根面生息性菌

は排除されずに残存してマツタケの死菌体と菌根の残漆を分解する｡ シロ内部では菌根の分解や土壌の変

性などにともなって微生物フロラが連続的に変化し, 忌地の回復にともなって Trichodermaなどが侵入

してくる｡ また菌板上では菌根の生長に対応 した菌類の遷移が認められ, マツタケのような菌根菌は根面

微生物フロラの先駆者であり, 微生物学的には菌根形成を根面フロラの遷移の一段階として定義 し得るも

のとしている｡

第 4 章ではアカマツ林内における植物, A . 層, 梶, およびマツタケを含む高等菌類の分布を記述し,

それ らにもとずいてマツタケの生態学的地位を論じている｡ その結果, 一般高等菌類の多くにシロの概念
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か適用し得ること, したがって森林微生物生態の調査および研究手段に高等菌類を桔梗とする分野が重要

であることを指摘している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

マツタケはアカマツ林の産物として経済的に重要なものであるが, その人工栽培は現在のところ不可能

とされている｡ 一方, マツタケは土壌生息性で菌根菌であるため, その生活は高等植物社会や土壌微生物

社会と密接に関連しており, 森林微生物学の研究対象としても注目すべき菌であるが, その生態学的研究

はほとんど行なわれていない｡

著者は従来充分な検討が及ばなかった本菌の土壌中における生態を微生物生態学的に検討し, 森林にお

けるマツタケの生態学的地位を種々の生活要因から総合的に解明するとともに, マツタケ人工栽培のため

の基礎的知識を体系化した｡ 一方, マツタケの生態を通して微生物生態の基本要因となるべき基質, 競争

者, 物理的環境の実態を示し, 菌類の生息領域および生活単位を示すものとしてシロを定義した｡ また林

内における微生物は相互に影響を及ぼし合いながら, 植物その他の生態系構成要因の影響を受けて不均一

に分布することを明らかにし, 一般土壌微生物の研究にとってもシロの概念が重要であること, および高

等菌類を指標とする研究方法が森林の微生物生態の研究にとって重要であることを示唆した｡

このような森林微生物社会の生態学的研究は, 森林の物質循環を考察する上でも, 種々のケミカルコン

トロールによる自然の変化を追跡する上でも, 新しい研究分野を開くものであり, マツタケ人工栽培技術

の開発に資するのみならず, 微生物社会の制御に関する研究の発展に寄与するところが大である｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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